
令和 7年 12月号 

 

分
苑
長 

霜
月 

月
次
祭
挨
拶 

サ
ル
ー
ト
ン 

皆
様
こ
ん
に
ち
は
、
霜
月
の
月

次
祭
に
ご
参
拝
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

本
日
、
私
は
亀
岡
で
全
国
主
会

長
・
人
類
愛
善
会
協
議
会
長
会
議

に
参
加
を
し
て
お
り
、
皆
様
方
に

直
接
、
挨
拶
が
出
来
ず
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
。 

十
一
月
二
日
の
開
教
百
三
十
三

年
の
開
祖
大
祭
は
秋
晴
れ
の
爽
や

か
な
陽
ざ
し
の
元
で
執
行
さ
れ
ま

し
た
。 

前
日
に
は
亀
岡
瑞
月
舎
（
旧
婦

人
会
館
）
竣
工
七
十
周
年
慶
祝
茶

会
が
午
後
零
時
半
か
ら
開
催
さ
れ
、

多
く
の
方
達
が
訪
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
に
こ
に
こ
金
婚
式
と
七
五
三

の
お
祝
い
に
も
多
く
の
方
達
が
お

見
え
に
な
り
ま
し
た
。 

あ
と
一
月
余
り
で
令
和
七
年
の

年
が
終
わ
り
ま
す
が
、
今
年
は

五
・
六
・
七
ミ
ロ
ク
の
最
終
年
で

十
月
十
二
日
に
は
教
主
さ
ま
ご
臨

席
の
も
と
綾
機
平
で
綾
の
聖
地
エ

ル
サ
レ
ム
大
本
歌
祭
り
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
参
拝
者
が
お
見
え
に

な
り
ま
し
た
。 

翌
週
の
十
九
日
に
は
三
重
の
香

良
洲
神
社
に
教
主
さ
ま
が
ご
臨
席

に
な
り
、
世
界
平
安
祈
願
合
同
祭

典
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
ご

神
宝
を
再
度
、
神
楽
殿
に
て
拝
見

さ
せ
て
頂
く
事
が
出
来
ま
し
た
。 

今
月
の
二
十
二
日
に
は
誠
心
会

設
立
二
十
週
年
記
念
「
世
界
平
安

祈
願
祭
」
が
全
国
誠
心
会
会
員
に

よ
り
執
行
さ
れ
、
名
古
屋
分
苑
か

ら
日
比
達
朗
様
が
祭
員
奉
仕
さ
れ

ま
す
。 

十
二
月
六
日
の
月
始
祭
に
は
、

令
和
八
年
度
の
行
事
予
定
表
を
配

布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た

月
始
祭
終
了
後
に
令
和
七
年
度
の

暫
定
決
算
と
令
和
八
年
度
の
予
算

を
総
代
の
方
に
審
査
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
案
内
状
は
、
総
代
の
方

の
棚
に
入
れ
て
あ
り
ま
す
。 

十
二
月
二
十
一
日
の
月
次
祭
に

は
、
前
田
特
派
が
来
苑
さ
れ
ま
す
。 

最
近
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染

者
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、

ど
う
か
健
康
に
気
を
付
け
て
お
過

ご
し
下
さ
い
。 

本
日
の
参
拝
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
コ
ー
ラ
ン
ダ
ン
コ
ン 

行
事
報
告 

●
月
始
祭 

 

十
一
月
一
日
（
土
） 

参
拝
者 

十
一
名 

 

斎
主 

 
 

見
田
す
み
子 

祭
員 

 
 

五
十
川
松
子 

祭
員 

 
 

畠
山 

亜
美 

 

進
行 

 
 

天
野 

芳
幸 

●
月
次
祭 

十
一
月
十
六
日
（
日
） 

参
拝
者 

三
十
八
名 

 

斎
主 

 
 

飯
田 

和
彦 

祭
員 

 
 

仙
頭 

志
音 

祭
員 

 
 

堀 

健
太
郎 

祭
員 

 
 

日
比 

達
朗 

裏
方 

 
 

伊
藤
久
仁
男 

典
礼
長 

 

小
林 

清
人 

伶
人 

 
 

飯
田 

直
美 

伶
人 

 
 

澤
田 

 

淳 

伶
人 

 
 

佐
古 

美
鈴 

伶
人 

 
 

長
谷
川
美
枝 

進
行 

 
 

五
十
川
松
子 

●
誠
心
会
活
動
報
告 

十
一
月
二
十
二
日
（
土
）
～
二

十
三
日
（
日
）
の
秋
晴
れ
の
二
日

間
、
天
恩
郷
と
梅
松
苑
に
て
第
九

回
誠
心
会
長
会

議
・
第
二
十
二
回

誠
心
会
員
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 二

十
二
日
は
午

後
一
時
よ
り
万
祥
殿
に
於
い
て
誠

心
会
設
立
二
十
周
年
記
念
「
世
界

平
安
祈
願
祭
」
が
執
り
行
わ
れ
、

選
ば
れ
た
地
方
機
関
の
誠
心
会
員

が
祭
員
や
祭
典
係
、
司
会
な
ど
を

務
め
ま
し
た
。 

大本 

名古屋分苑 

分
苑
た
よ
り 

 
 な

ご
み 
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名
古
屋
分
苑
か
ら
は
津
島
支
部

の
日
比
達
朗
さ
ん
が
祭
員
と
し
て

参
加
さ
れ
椅
子
後
取
を
担
当
さ
れ

ま
し
た
。 

教
主
さ
ま
か
ら
は
年
齢
的
に
も

落
ち
着
い
た
い
い
祭
典
で
し
た
と

感
想
を
い
た
だ
き
、
祭
典
後
に
は

誠
心
会
・
直
心
会
・
青
松
会
・
青

年
部
と
４
部
会
ご
と
に
御
面
会
を

賜
り
ま
し
た
。 

後
の
教
団
活
動
方
針
で
は
令
和

八
年
三
月
三
十
一
日
の
綾
機
神
社

地
鎮
祭
、
五
月
四
日
の
教
主
さ
ま

ご
就
任
二
十
五
周
年
・
古
希
慶
祝

「
梅
松
祭
」
、
第
二
十
八
回
全
国

愛
善
歌
奉
納
大
会
、
五
月
二
十

三
・
二
十
四
日
の
鉢
伏
山
開
き
八

十
周
年
記
念
、
九
月
八
日
の
神
島

開
き
百
十
周
年
記
念
祭
典
等
の
説

明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
各
機
関
を

代
表
し
て
六
名
か
ら
活
動
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
事
務
局

の
方
か
ら
教
主
さ
ま
の
お
言
葉
と

し
て
、
「
世
の
中
が
変
わ
っ
て
来

て
い
る
の
で
、
私
た
ち
信
徒
も
変

わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
」
と
の
、
お
示
し
を
頂
き
ま
し

た
。 翌

二
十
三
日
（
日
）
は
紅
葉
も

真
っ
只
中
の
天
王
平
・
奥
津
城
に

て
枯
れ
枝
除
去

の
献
労
奉
仕
を

行
い
、
十
一
時

三
十
分
閉
会
式

後
、
昼
食
、
解

散
し
ま
し
た
。 

参
加
者 

三
名 

 

日
比
達
朗
、
高
嶋
善
雄
、 

畠
山 

茂 

報
告 

行
事
予
定 

十
二
月
二
十
一
日
（
日
） 

月
次
祭 

午
前
十
時
半
よ
り 

 

後
期
機
関
長
会
議
・
研
修
会 

十
二
月
二
十
八
日
（
日
） 

 

年
末
大
掃
除 

午
前
十
時
よ
り 

十
二
月
三
十
一
日
（
水
） 

 

大
祓
祭 

 

午
後
一
時
半
よ
り 

令
和
八
年
一
月
一
日
（
木
） 

 

新
年
祭 

 

午
前
十
一
時
よ
り 

じ
い
じ
の
道
草
雑
話 

 

【
迷
い
道
】 

特
任
宣
伝
使 

妹
尾 

正
治 

 

じ
い
じ
が
十
八
才
で
運
転
免

許
を
取
っ
た
頃
（
昭
和
四
十
二
年
）

は
カ
ー
ナ
ビ
の
様
な
便
利
な
道
具

は
無
か
っ
た
。 

初
め
て
の
目
的
地
に
向
か
う
時

は
事
前
に
地
図
で
確
認
し
、
曲
が

る
交
差
点
を
記
憶
し
て
出
か
け
た

も
の
だ
。 

そ
れ
で
も
一
本
道
を
間
違
え
る

と
、
今
何
処
に
い
て
ど
う
進
め
ば

良
い
の
か
解
ら
ず
、
聞
く
人
も
い

な
い
所
で
は
途
方
に
く
れ
た
も
の

だ
っ
た
。 

少
年
夏
季
学
級
か
ら
の
帰
り
、

夜
の
山
中
で
二
股
の
分
か
れ
道
を

間
違
え
て
し
ま
い
大
き
な
川
の
土

手
に
突
き
当
た
っ
て
し
ま
っ
た
。

川
下
に
行
け
ば
市
街
に
出
る
と
思

い
、
暗
い
川
面
に
目
を
凝
ら
し
て

み
た
が
さ
っ
ぱ
り
解
ら
な
い
。 

『
取
り
敢
え
ず
左
！
』
と
三
十

分
ほ
ど
走
っ
た
ら
町
の
明
か
り
が

見
え
て
き
た
。 

二
時
間
ほ
ど
で
帰
れ
る
と
こ
ろ

三
時
間
以
上
か
か
っ
て
や
っ
と
家

に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
出
来
た
。 

こ
の
時
ほ
ど
灯
り
の
つ
い
た
我
が

家
の
有
難
さ
、
心
配
し
て
待
っ
て

い
て
く
れ
た
奥
さ
ん
の
心
の
温
も

り
を
感
じ
た
事
は
な
か
っ
た
。 

島
根
県
津
和
野
町
出
身
の
絵
本

作
家
、
安
野
光
雅
さ
ん
が
こ
ん
な

こ
と
を
綴
っ
て
い
る
、
「
私
は
、

見
分
を
ひ
ろ
め
る
た
め
で
は
な
く
、

迷
う
た
め
に
旅
に
出
た
の
で
し
た
」 

 
 

「
人
間
は
迷
っ
た
と
き
必
ず
何
か

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と 

じ
い
じ
も
同
感
で
あ
る
、
順
風
満

帆
な
人
生
を
送
っ
た
人
よ
り
、
道

に
迷
っ
て
は
新
た
な
道
を
み
つ
け

た
り
、
失
敗
を
糧
に
し
て
力
強
く

生
き
抜
い
て
き
た
人
ほ
ど
他
人
に

優
し
さ
と
温
も
り
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
！
と
。 

迷
え
る
じ
い
じ
の
独
り
言
『
嗚

呼
！
カ
ー
ナ
ビ
の
お
か
げ
で
最
近

は
道
に
迷
う
こ
と
が
無
く
な
っ
た

代
わ
り
に
新
し
い
発
見
や
ド
キ
ド

キ
・
ワ
ク
ワ
ク
感
が
少
な
く
な
っ

て
淋
し
い
！
』 

  

霊
界
に
は
限
界
が
な
い 

 
 

 

物
質
世
界
に
は
何
事
に
も
限
界
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
霊
界
に
は

そ
れ
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
こ
の
肉
体
は
い
か
に
長
寿
し
た
と
い
っ
て

も
、
い
つ
か
は
滅
び
る
時
が
く
る
が
、
霊
魂
は
無
限
に
生
き
と
お
し
で

あ
る
。
現
界
は
地
面
に
も
限
り
が
あ
り
、
時
間
に
も
限
り
が
あ
る
が
、

霊
界
に
は
そ
れ
は
な
い
。 

物
を
人
に
与
え
る
こ
と
は
、
与
え
る
だ
け
は
自
分
の
が
減
る
の
だ

が
、
精
神
的
の
も
の
を
あ
た
え
る
場
合
は
、
決
し
て
そ
う
で
な
い
。
い

く
ら
人
を
ほ
め
て
も
、
気
の
毒
だ
、
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い
、
か
つ
、

慰
安
の
言
葉
を
与
え
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
が
た
め
に
、
自
分
の
持
っ
て

い
る
魂
の
量
が
決
し
て
減
ず
る
も
の
で
は
な
い
。 

こ
の
理
を
よ
く
考
え
て
、
わ
れ
ら
は
常
に
自
己
の
霊
を
培
い
や
し
な

う
こ
と
、
お
よ
び
、
他
人
の
霊
の
面
倒
を
み
て
や
る
こ
と
を
怠
っ
て
は

な
ら
ぬ
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

信
仰
覚
書 

第
三
巻
よ
り 

 


